


  １２　特別支援教育推進計画



	　平成３０年度より県で統一された「特別支援教育推進計画」の様式で作成すること。


　
（１）　作成の意義と目的
①　作成の趣旨
	「福岡県特別支援教育推進プラン」（以下「県推進プラン」と表記）に基づき、本県の特別支援教育をより一層推進し、充実を図るため、県内の全ての小・中学校における特別支援教育推進のための全体計画について本様式を使用して作成する。


　　　※　新学習指導要領解説　総則編においては、校長が特別支援教育実施の責任者として、学校全体の特別支援教育の体制を充実させ、効果的な学校運営に努める必要があること。さらに、全ての教職員による特別支援教育の目的や意義についての十分な理解、障がいに関する知識や配慮等についての正しい理解と認識を深めることが求められている。

　②　作成の意義
· 作成する過程で、構造的・多面的に分析や点検ができる。
・１枚に構造化して表すことで、自校における特別支援教育の推進状況について全体をふかんして捉えたり、課題を発見したりすることができる。
・県推進プランの柱を視点とすることで、環境整備など全体に関わるものや合理的配慮の提供など個別に関わるものなど、多面的に検討することができる。
· 地域・保護者に学校の特別支援教育に関する考え方を統一して説明できる。
・特別支援教育推進計画は、学校から障がいのある児童生徒の保護者に対して、自校の特別支援教育の考え方や取り組み方を視覚的に示すことができ、保護者の不安・疑問の解消につながる説明責任のための資料とすることができる。
・推進計画を全教職員の共通理解のツールとすることで、教職員から保護者に対して説明の統一を図ることができる。
· 学校の現状や課題、目指す方向性を明らかにできる。
　　・学校の推進状況を表す具体的な指標（達成目標）を設定し、現状と比較することで自校の課題解決のための手立てを検討することができる。また、学校のこれまでの組織図や年間計画、既存の資料等と組み合わせることにより、取り組むべきことがより具体的になる。
　　
（２）　作成の手順と留意事項
　　　①　作成する際に心がけること
· 本構想が学校で活用されるよう、達成可能な目標（指標）と実行可能な取組に絞ること。
· 学校の職員だけでなく、地域、保護者の方も読むことを想定した簡潔な表現にすること。
· 作成の際には県推進プランや本要領記載の資料を参考にすること。
· 様式の中に関係・構造を表す図や、表・グラフなどのデータを挿入し、工夫してよいこと
· 構想を実行するスケジュールを自校で作成し、点検・評価・改善ができるようにすること。


②　各項目ごとの主な留意事項
全校の子供の姿として、児童生徒の目標像を示す。
（※記入例のように、特別支援教育の対象となる子供の目指す姿も併記してよい）



[image: ]



自校の現状から、体制整備に関わる今年度の重点目標と、数値での達成指標を示す。








取組の具体を「いつ」「だれが」「どのように」など（　　）書きで示す。



学級等の設置状況等に応じて特別支援学級や通級の枠を削除したり、広げたりしてよい。


学校だけでなく、保護者や関係機関等との連携などについて、意図的に充実を図る。




個別の教育支援計画、個別の指導計画、校内委員会の充実等について取組を示す。



（柱２）就学前や（柱３）卒業後の支援を意識して、接続や連携の取組を示す。










【現状値】【達成指標】における「特別な教育的支援が必要な児童生徒」は、通常の学級の児童生徒も対象となる。　　（特別支援学級、通級対象の児童生徒だけではない）
自校の現状と課題及び数値化した現状について記入し、目標・指標の根拠を示す。
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③　各柱（項目）ごとの記入内容参考例

（柱１）連続性のある多様な学びの場における教育の充実　

特別支援学級における指導の充実
· 障がい種や個別の実態に応じた教育課程を編成するため、特学担任と教務主任の連携を図る。
· 個別の教育支援計画を活用して個別に必要な合理的配慮を共通理解する。
· 個別の指導計画を通知表と連動させ、指導計画を活用した評価を充実させる。
· 交流及び共同学習の打合せを定期的に行い、目標と支援を計画に明示する。
· 特別支援学級に係る講師招へい研修会を行い、全職員が理解を深める機会を設定する。
· 同中学校区の小中学校と連携し、特別支援学級の実践を情報交換する。

通級指導教室における指導の充実
· 在籍学級担任が個別の教育支援計画を作成するため、年度初めに通級連絡会を開く。
· 在籍学級担任が個別の指導計画を作成し、支援できるよう情報共有のノートを活用する。
· 指導の終了目標を明確にし、保護者、担任、通級担当が常に共通理解を図る。
· 通級による指導の充実のための講師招へい研修会を開き、連携の在り方について理解を深める。
· 将来の進路について保護者に情報提供し、個別の教育支援計画の合理的配慮を見直す。

通常の学級における指導の充実
· 特別支援教育コーディネーターが教室巡回をする時間を設定し、情報収集、実態把握に努める。
· 教室環境をユニバーサルデザイン化し、発達段階に合わせて統一した環境づくりを行う。
· 校内研修会において、指導言、板書等についてＵＤの観点から協議する時間を設ける。
· 実態把握のための期間を１学期に設け、チェックリストを活用して実態を把握する。
· 支援が必要な児童生徒について、全員分個別の教育支援計画、個別の指導計画を作成する。
· 生徒指導部と連携し、ケース会議を開いて常に実効性のある支援を継続できるようにする。
· 発達障がいの理解と支援について講師招へい研修会を行い、全職員で研修を深める。
· 多様性を認め合える学級づくりについて、学年ごとに計画を立案して日常的に取り組む。
· 巡回相談や特別支援学校との連携を図り、特に支援が必要な児童生徒について助言を受ける。
· 交流及び共同学習に関する目標や手立てを計画し、特別支援学級担任と共通理解を図る。
· 通級による指導を受ける児童生徒の教育課程や学習進度について教務主任と連携して管理する。

一貫した継続性のある指導及び支援
· 卒業後の進学先と特別な支援を必要とする児童生徒についての引継ぎ会を行い、連携を図る。
· 就学前の幼稚園、保育園と担当者会議を開き、園の様子を見学する機会を設定する。
· 引継ぎシートを保護者と連携して作成し、進学先への引継ぎに活用する。
· 関係機関との連携を図り、情報共有を行いながら適切な教育目標の設定を行う。
○　年度初めに、校内で次学年の引継ぎ会議を行い、保護者とも早期に信頼関係を築けるようにする。
	※（柱２）就学前における支援の充実、（柱３）卒業後の自立と社会参加を目指した支援の充実は、
学校の校種、地域の状況に応じて「一貫した継続性のある指導及び支援」の中に関連した取組
を示す。



（柱４）安全・安心かつ効果的に学べる教育環境の整備
· 清掃時間を利用して教室・廊下の整理、整頓を徹底し、安全で集中できる学習環境を維持する。
· ＩＣＴ機器を活用して、発達段階に応じた視覚的な提示や個別の支援を行う。
· 特別支援教育支援員と担任の連絡会を週に１回定例で設定し、目標や支援を共通理解する。
· 感覚過敏のある児童生徒に配慮し、余計な音や、教室の照度などを調整できる工夫を学級で行う。
· 学級のルールや１日の予定などを視覚化し、安心して生活できる掲示物の工夫を行う。
· 身体的に心配な点がある児童生徒の教室を保健室に近い位置に設置する。
· プレイルームの遊具については、週１回の点検を行い、事故の未然防止に努める。

（柱５）専門性の向上と支援体制の整備・充実
· 毎月１回の校内委員会と学期に１回の拡大校内委員会を開催し、体制の整備・充実を図る。
· 校内委員会の資料、記録簿の様式をスリム化し、短時間で効率的に会議ができるようにする。
· 個別の指導計画のファイルを学年ごとに保存・管理し、活用しやすいようにする。
· 特学担任や通級担当者の研修資料を全職員に情報提供し、学校全体に広める。
· 巡回相談を活用し、定期的な助言を活かして個別の指導計画の確実な更新ができるようにする。
· コーディネーターから通信を定期的に発行し、職員の基礎的知識と意識の向上を図る。

④　特別支援教育推進計画作成の参考となる主な資料
	全体
	・「福岡県特別支援教育推進プラン」　　　　　　　　　　　平成29年4月　福岡県教育委員会
・「特別支援教育推進ガイド（作成中）」　　　　　　　平成30年4月（予定）　福岡県教育委員会

	特別支援学級
	・「特別支援学級・通級指導教室　教育課程編成の手引」　　平成22年1月　福岡県教育委員会
・「初めて特別支援教育に携わる先生のための手引」　　　　平成16年3月　福岡県教育センター
・「小学校・中学校管理職のための特別支援学級の教育課程編成ガイドブック　－試案－」
平成28年3月　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

	通級による指導
	・「通級による指導ハンドブック」　　　　　　　　　　　　平成26年4月　福岡県教育センター
・「通級による指導の手引」　　　　　　　　　　　　　　　平成24年3月　文部科学省

	通常の学級
	・「はじめよう学習障害（ＬＤ）児への支援」　　　　　　　平成14年1月　福岡県教育センター
・「はじめようＡＤＨＤの子どもへの支援」　　　　　　　　平成15年3月　福岡県教育センター
・「はじめよう！自閉症の子どもへの支援」　　　　　　　　平成18年3月　福岡県教育センター
・「すすめよう！自閉症の子どもへの支援」　　　　　　　　平成20年3月　福岡県教育センター
・「通常の学級におけるユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくり」
平成27年4月　福岡県教育センター

	支援体制整備
	・「特別支援教育コーディネーターガイド」　　　　　　　　平成22年10月　福岡県教育委員会
・「インクルーシブ教育システムの構築に向けた特別支援教育の充実　～合理的配慮提供の
７steps～」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年3月　福岡県教育センター
・「発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する教育支援体制整備ガイドライン
～発達障害等の可能性の段階から、教育的ニーズに気付き、支え、つなぐために～」
平成29年3月　文部科学省
・「小・中学校におけるＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のための
ガイドライン」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成16年１月　文部科学省
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